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小浜池の水位変動

増　島　　　淳
　2020 年のコロナ禍で，県内各地の観光地は人出が半減した．しかし三島市立公園楽寿園は約 2ヶ月
間休園したが例年並みの入園者数を記録した．原
因は園内の湧水池「小浜池」が観測史上最高水位
を記録し，夏季の見学者が急増したことによる．
　戦前は常時湧水で満たされていた小浜池は，昭
和 30 年代後半以降，冬から春にかけて水が枯れ
るようになった．「水郷三島」のシンボルである
小浜池の水位低下を憂慮した三島市は昭和 33 年
から水位観測を開始し，通算日数は 2 万日を越え
ている．このデータを用いて小浜池の水位変動の
特徴を明らかにする（図 1）．

1 ．小浜池の歴史
　小浜池は，三島市西部や清水町の水田に湧水を供給するために作られた農業用水池である．「応仁
3（1469）年，この池に堤を築き，伊豆と駿河の境界にある境川に千貫樋を架け，駿河国 5ヶ村 1300
石の灌漑用水とした」（清水町教育委員会，1981）とするものが最も古い史料である．しかし，それ
以前から三島市西部に広がる条里水田（猪俣・高杉，1961）の水源として使われていたとも推定され
ている．
　江戸時代には東海道・三島宿内の観光名所として旅人にも知られていた（大城屋，1854：東海道中
細見記）．また三嶋大社祭典時には禊場として，あるいは民間の「浜下り」の場としても使われていた．
池中の小島には伊豆四ノ宮が鎮座し，必要に応じて「雨乞い」の儀式が行われた．明治 23 年には小
松宮彰仁親王の別荘地に組み込まれ，客殿・楽寿館の前に広がる池として鑑賞された．幼少期の昭和
天皇もたびたび訪れ遊覧した（宮内庁，2015～2016）．その後若干の変遷を経て，昭和 27 年以降は三
島市立公園・楽寿園の一部となり，昭和 29 年に国の天然記念物及び名勝に指定され現在に至ってい
る（三島市立公園楽寿園，2021）．用水源としての機能は昭和 30 年代前半まで継続していた．

2 ．小浜池湧水の特徴
　（1）湧水の年代：三島市域とその周辺地域の地下水の年代は，複数の研究者が湧水に含まれるトリ
チウムや塩素同位体の量から推定している．それらを総合すると，小浜池や清水町・柿田川の湧水の
静岡県三島市栄町 3-21

図₁　小浜池の位置
　　　（1/10,000三島市都市計画基本図に加筆）
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年代は数年～30 年未満（戸崎・浅井，2017）が大勢で，馬原ほか（1993）と土（2002）の公表値では，
小浜池は約 4 年～15 年，柿田川は約 10 年～15 年としている．小浜池の年代幅が大きいのは，採水日
直前に多量の降雨があった場合，表層水の大量流入が原因と解釈されている．
　（2）湧水の起源：御殿場市の年平均降水量は 2819mm と多く（三島市は 1874mm，日本は
1718mm：気象庁，2021），富士山東斜面の降水量はさらに多いと推定されている．これらの降水の
大部分は地表を流れず，地下水となり，約 1 万年前に富士火山から流下した三島溶岩中を移動し，小
浜池などの三島市と周辺地域で，重なり合った溶岩流の各末端部から湧出していると考えられている

（土，1985，1998）．実際に 2020 年夏の大増水では三島市の白滝公園内各所で層厚約 30cm の溶岩単
層の何枚もの隙間から湧出する様子が観察できた．

3 ．小浜池の水位変動について
　（1）江戸時代の記録：昭和 33 年以前の小浜池の具体的な水位記録はないが，長沢村在住の贄川良
似が記録した「文化年代記」（清水町史編纂委員会，2000）には文化元年から 11 年までの，小浜池の
渇水の様子が記載されている．
　11 年間の記録中，小浜池の水位が上がらず，農業や三島宿西町の日常生活に深刻な影響を与えた
ことが 5 回あったことがわかる（図 2）．特に文化 11 年正月には小浜池の水が完全に枯れ，4 月には
小浜池の中にある四ノ宮（広瀬神社）で雨乞いを行っている．

　昔の小浜池は一年中湧水で満たされていた
と思いがちだが，実際には冬から春の渇水期
には水位が非常に低下した年が多々あったこ
とが推察できる．
　（2）明治から昭和の湧水量：明治時代以
降の小浜池の湧水量については，窪田（1966）
や静岡県生活環境部資源エネルギー課（1982）
がまとめている（図 3）．明治時代から昭和
33 年までは，7 月～9 月の豊水期には三島市
内の湧水群（菰池・白滝公園・小浜池・他）
では日量 45 万 m3 程度が湧出し，そのうち

文化２年 1805年 ７月 日照りにつき小浜池広瀬宮で雨乞い
文化３年 1806年 日照りで小浜池湧かず
文化４年 1807年 ５月 小浜池湧き水なく難儀
文化10年 1813年 小浜池湧き水なく水不足

文化11年 1814年
１月 日照りにて小浜池湧き水なし，池底を草履にて歩行

三島の西四町には飲み水なし
４月 広瀬宮にて雨乞い

図₂　「文化年代記」に記載された小浜池渇水の記録（清水町教育委員会，1981より）

図₃　明治時代から昭和56年までの湧水量（昭和38年ま
では窪田，1966，それ以降は静岡県生活環境部資
源エネルギー課，1982からデータを引用して作成）
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15～20 万 m3 は小浜池の湧水である．1 月～3 月の渇水期でも三島市内の湧水群で日量 20 万 m3，小
浜池で 7 万 m3 の湧水量があった．
　昭和 34 年以降，湧出量は激減し，豊水期の三島湧水群で 10～20 万 m3，小浜池は 0～10 万 m3 と
なり，渇水期の小浜池では湧出量 0m3 の年が続いている．
　（3）昭和 33 年以降の水位変動：東レ株式会社が三島駅北側に進出し，昭和 34 年から本格操業
を開始し，昭和 38 年までに 21 本の井戸を掘り，日量約 12 万 m3 の揚水能力を確保した（松本，
1988）．これに伴い市内湧水群の湧出量が激減した．
　三島市は湧水量の変化を具体的に知るため，昭和 33 年 6 月 1 日から小浜池で水位測定を開始し，
昭和 50 年からは休園日以外は毎日測定を行い，その結果を公開している（三島市，2018）
　昭和 33 年から令和 2 年まで
63 年間の小浜池の最高水位と
最低水位の記録を図 4 にまとめ
た（昭和 33‒34 年は渇水期の水
位は測定していない）．昭和 38
年からは最低水位がマイナスを
示す年が出現し，以降はマイナ
ス水位の出現が普通の状態にな
り，その値は三島市の年間降水
量の増減とおよそ同調する．最高水位も降水量と同調し変動している．
　（4）富士山の雪解けと年間の水位変動：小浜池の水位変動に大きな影響を与えるのは，富士山南
東部の降水量（雪・雨）である．山麓部のデータは気象庁（2021）が公表している三島市と御殿場市
の降水量値を，海抜 500m 以上の値は富士山頂測候所（気象庁，2021）の積雪量データ（昭和 40 年
～平成 15 年）を用いた．
　図 5 は平成 15 年の各データを合わせたもので，上向きの棒グラフは三島市，下向きは御殿場市の
日降水量（mm），山頂積雪量の単位は cm である．三島・御殿場両市の降水の傾向は年間を通し同
調している．
　小浜池の水位は，1 月から低下し続け
3 月 1 日には -229cm を記録した．3 月
にまとまった雨が降り，4 月 1 日の水位
は -190cm まで上昇した．4 月中旬から
は富士山の雪解けが始まり，5 月に入る
と中腹の融雪が急激に進み，5 月 5 日
の水位は -116cm まで上昇し，山頂の
雪が消える 6 月 15 日の小浜池の水位は
-20cm まで上昇した．水位の上昇はこ
こで一旦足踏み状態になる．この年の富

図₄　昭和33年以降の小浜池の最高水位と最低水位（気象庁，2021と
三島市，2018を基に作成）

図₅　小浜池の水位変動と富士山頂の積雪量変化及び三島・御
殿場の降水量の関係（気象庁，2021と三島市，2018を基
に作成）
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士山の融雪を主体とした小浜池の地下水位の上昇は，およそ 2m である．
　梅雨時の降雨で 7 月 13 日に水位は +5cm を記録し，その後は +30cm 程度の日が続き，8 月には台
風 10 号と，それに伴う前線の大雨で 8 月 16 日の水位は +109cm と急上昇し，その後も 9 月まで上昇
傾向は続き，9 月 22 日には最高水位 +172cm を記録した．
　この年は三島・御殿場の降水量が共に平年値を超え，年間の降水バランスもよく，年末まで水位は
プラスだった．
　小浜池の水位上昇は，春先の富士山の雪解けで始まる．初夏以降は富士山南東麓の降水量の影響を
強く受けている．特に大雨の直後に急上昇することから，近辺の表層水が大量に流入していることが
推察される．
　（5）降雨と水位上昇の関係：平成 23 年の小浜池の高水位期を詳しく示したのが図 6 である．細い
棒グラフは御殿場，薄色の棒グラフは三島の日降水量，灰色の山が小浜池の水位を示している．
　三島で 50mm 程度の雨が降ると，小浜池はやや増水し，すぐに小さな山が現れる．100mm 以上の
雨が降ると，翌日一挙に増水し，その状
態が数日続き，5‒6 日後に増水のピーク
の小山が出来る．高水位の状態は約 1 週
間程度続き，その後は緩やかに減水する．
　具体的には，まとまった雨が降ると，
小浜池周辺の表層水が三島溶岩流中の地
下水と混じり合い，地下水位を急激に押
し上げ小浜池は増水する．
　引き続き離れた地域から同様の地下
水が次々に流入し，5‒6 日後には増水の
ピークを作る．この傾向は御殿場の雨量が 100mm を超えると顕著である．ピーク出現の時間差は，
土（1985）が示した三島溶岩上部層中の地下水流動速度の計測値，一日に約 1‒7km 程度（1‒8cm/ 秒）
とおよそ一致する．
　以上より，小浜池の高水位の出現は，周辺地域における大量の降雨による表層水の流入に全面的に
依存していることが分かる．
　（6）満水日数と渇水日数の変動：図 7 の折れ線グラフは三島市の年間降水量を 1/10 で表示し，上
向きの棒グラフはその年の小浜池の水位が 150cm 以上になった満水日数，下向きの棒グラフは水位
が 0cm 以下の渇水日数である．
　小浜池の水位が初めてマイナスを記録したのは昭和 38 年 2 月 21 日の -2cm である．この年は渇水
日が 72 日あった．以後，平成 24 年を除き毎年渇水日がある．
　渇水が特にひどかったのは，三島市と御殿場市の年間降水量が年平均値を下回った平成 6 年～9 年
の 4 年間であり，渇水日数の増減は，その年の降水量と密接な関係を持つことが分かる．また，昭和
45‒46 年の渇水の主な原因は，富士山の積雪量不足で，融雪による水位上昇は 37cm・50cm に留まった．
　満水日が記録される年は，昭和 44 年以降 7‒8 年ごとに現れ合計 12 回ある．満水の主な原因は，昭

図₆　平成23年8月～24年1月の水位と降水量の関係
　　　（気象庁，2021と三島市，2018を基に作成）
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和 49 年の七夕豪雨を除き，台
風とそれに刺激された前線の豪
雨である．
　昭和 51 年は三島の年間降水
量が 1711mm と年平均値をや
や下回ったが，満水日が 78 日，
渇水日が 59 日と比較的水量豊
富であった．この年は富士山
頂の積雪量が 3m と非常に多
く，大量の融雪水で水位が上昇
した可能性が高いが，オイル
ショックの影響で景気が低迷し，上流部での地下水の揚水量が減少したためとする考えもある（藤村，
1988）．
　年間を通して水位観察を行った昭和 38 年から令和 2 年までの観測日 20,519 日のうち，水位が
150cm を越えた満水日は 922 日（4.5％），水が全くない渇水日は 11,062 日（53.9%）である．
　（7）令和 2 年の大増水：昭和 33 年から観測されている小浜池の最高水位は昭和 36 年の 215cm で
あった（三島市，2018）．ところが令和 2 年 7 月 25 日には観測限界の 217cm を記録し，翌日からは
測定不能となり，この状態が 9 月 24 日まで続いた（図 8）．
　超高水位出現の原因の一つ
は，前年 10 月の台風 19 号に伴
う大雨である．三島市の 10 月
の降水量は 570mm と月間平年
値の 3.1 倍に達した．このため
冬から春の渇水期も地下水位は
比較的高い状態で推移し，4 月
には富士山の雪解け水も加わ
り，4 月 5 日にはプラスに転じ
た．さらに，6 月には平年値の
1.4 倍，7 月 に は 3.8 倍， 合 計
1143mm の大量降雨があり，7
月 10 日には +156cm の満水状態となり，25 日には +217cm に達した．以上より，令和 2 年の小浜池
の大増水は，前年の台風に伴う大雨の影響が残る中で，梅雨時の大雨が重なったって生じたことが分
かる．

3 ．まとめ
小浜池の湧水は富士山南東麓の降水（雪・雨）が地下水となり 10 年程度をかけて湧出するものがベー

図₇　小浜池の満水と渇水の日数
　　　（気象庁，2021と三島市，2018を基に作成）

図₈　令和2年の大増水の原因（気象庁，2021と三島市，2018を基に作成）
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スであり，江戸時代以前から昭和 30 年代前半までは，これだけで冬から春にかけての渇水期にも池
の状態を保っていた．しかし，昭和 30 年代中半以降は上流部に次々と企業が進出し，各社が揚水す
るため地下水位は低下し，渇水期には池の水は消え，観光客が「枯山水」と落胆する状態となり，こ
れが現在まで続いている．小浜池の満水と渇水の写真を図 9，10 に示しておいた．
　5 月前後の富士山の雪解けで地下水位は急上昇するが，これだけでは池に湧出する水位に至らない
場合が多い．梅雨以降は降雨による表層水の混入で池の状態になるが，満水状態になるには，梅雨時
の集中豪雨か台風及びそれに伴う前線の活動による大雨が必要である．降水量の少ない年は一年中「枯
山水」のままである．

4 ．おわりに
　令和 2 年 7 月 11 日（土）～26 日（日）の 16 日間，楽寿園内の郷土資料館で，静岡県地学会東部
支部と郷土資料館が共催する展示と園内ジオツアー「三島宿のジオと歴史・写真とマンガで見る」を
実施した．3 月の準備段階では小浜池に全く水がなく「園内ジオツアーは，池の中の溶岩流の説明に
なるね」などと話していた．
　ところが 6 月中旬以は雨の日が続き，展示会前日に水位は 156cm と満水状態となり，以後も毎日
のように大雨が降り，日ごとに水位は上昇し続け，過去の高水位記録を次々に更新し，各種マスコミ
も積極的に報道した．展示期間最終日の前日には水位が 217cm に達し観測史上の最高水位を 59 年ぶ
りに塗り替え，最終日にはついに池の水が溢れて一部が通行禁止となった．展示期間中 4139 名の方々
に来場いただき，成功裏に展示会を終了することができた．
　展示会場の設営と管理・運営．及び園内ジオツアーは，「地学会東部支部サポーター会員」と「伊
豆半島ジオパーク・ジオガイド」の方々30 名のボランティアでの協力のもと実施しました．皆様に
感謝いたします．
　常時湧水で満たされた「美しい小浜池」を再現するには．上流域に立地する企業各社の協力が必須
である．このためには，富士山南東麓の全自治体の協力と努力が必要だろう．

図₉　満水状態の小浜池
　　　（令和2年7月25日著者撮影　+217cm）

図10　渇水状態の小浜池
　　　（平成29年8月5日著者撮影　-24cm）
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